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  (I)地盤表面に発生した地割れ及び噴砂について
　調査地点である浦安高校は1964年から始まった第I期の埋立地上の標高3m地点に位置し，沖積地との境界地（護岸堤）に近接している(第1図)．このことから埋立層の厚さが3m前後と推定され， 

図-1　調査地域概図と空中写真　概図の段彩標高値は国土地理院基盤地図情報DEMを使用
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